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これまで，光電子収量（PYS）装置と分光光度計の機能を合わせ持つ，大気・真空バンドダイ

アグラム測定装置について報告した 1)．この装置は，大気中でバンドギャップ，反射率，発光（蛍

光），膜厚，複素屈折率，イオン化ポテンシャルなどの測定ができる．本研究では，この装置にフ

ェルミ準位の測定が行なえるケルビンプローブを組み込んだ装置開発を行なった 2）．Fig.1にバン

ドダイアグラムの概略を記す．これまでの装置では，価電子帯上端位置を PYS にて求め，反射ス

ペクトルからバンドギャップを求めた．価電子帯上端位置及びバンドギャップの値から伝導帯下

端位置を間接的に求めた．本装置では，これらに加えフェルミレベルの測定も行うことでトータ

ルのバンドダイアグラムを測定できる．また，ケルビンプローブにファイバーが組み込まれてい

ることから，光を照射しながら表面電位を測定する光起電力測定も行なうことができる． 

作成した装置の概略を Fig.2 に示す．ケルビンプローブは，電極とサンプル間距離を変調すること

によって接触電位差を求めるものである．距離の変調にはボイスコイルモータを用い，距離変化

を検出するために静電容量型の位置センサが取り付けられている．また，電極の先端には，バン

ドルした光ファイバー（200μm，UV-VIS 仕様，6 本照射用，1 本反射用）が組み込まれており，

このファイバーにより光照射と反射測定を行なう．プローブ径はφ6mm，光照射径はφ1ｍｍであ

る．この装置は，大気・真空どちらの環境下でも測定できる． 
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Fig.1  Band Diagram 
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Fig.2   Schematic of the band-diagram 
measurement system 
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